
指標：地方都市圏の中心都市規模別にみた人口密度別人口分布

中心都市の規模別にみた地方都市圏の人口密度分布を１km2メッシュデータでみると、中心都市の規模が小さくなるほ
ど、4000人以上の市街地について、その人口規模の割合は小さく、また減少傾向がみられる。

モニタリング項目：人口・機能の集中・分散の動向
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（出典) 総務省「国勢調査報告」、「日本の都市圏設定基準（Metropolitan Area Definitions in Japan）」（金本良嗣・徳岡一幸 2001年）をもとに国土交通省
国土計画局作成。
（注） 「人口規模」とは、都市圏における中心都市の2000年国勢調査人口の規模をさす。

視点：東京圏及び地方圏における都市の構造は、人口面からみてどのような状況に
あるか。

■国土のモニタリング


